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本研究では、107Pdの核変換実証試験を行った。イオン注入により 107Pdがほぼ 100%濃縮された試料を作製

し、理研 RIBF の AVF サイクロトロンで生成された重陽子ビームを照射した。冷却後、試料のγ線測定を

行い、核変換反応由来の 105Agと 106mAgを検出した。発表では試験の概要と実験データについて報告する。 
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1. 緒言 

使用済み核燃料の再処理で発生する高レベル放射性廃棄物中に含まれる、パラジウム 107(107Pd)は長寿命

核分裂生成物の一つであり、核変換により無害化・資源化できれば有用である[1]。107Pd の安定同位体 Pd

や短寿命核種への核変換には、重陽子の照射が効果的であることが逆運動学による実験で示唆されており

[2]、本研究では、107Pdを標的として重陽子を照射することで、実際の核変換の体系を模擬して実験を行い、
107Pdの核変換を実証することを目的とする。 

2. 実験 

重陽子の照射による 107Pd の核変換反応を精度良く検出するために、インプランテーション装置により
107Pd がほぼ 100%に濃縮された試料を作成した。重陽子の照射は理化学研究所仁科加速器科学研究センタ

ーの AVFサイクロトロンにより行われた。重陽子のエネルギーは 12 MeV/uで、1 pµAで 12.66日相当の照

射を行った。照射後の試料の γ線測定により、107Pdの核変換反応で生成された 105Agや 106mAgを検出した。

炭素膜にインプラントされた 107Pdは化学処理後、ICPMSにより定量した。 

3. 結果・考察 

検出された 105Ag, 106mAgから、105Pd, 106Pdの核変換による生成量を推定し、107Pdとの同位体比を求める

と、原子数比で 105Pd/107Pd = 7.1 × 10-6, 106Pd/107Pd = 1.4 × 10-4となった。PHITSによる計算結果と矛盾せず、

重陽子ビームによる 107Pdの核変換が確認された。 
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